
 １ 課題意識 

選挙権年齢及び成年年齢の引下げにより、「主権者と

して求められる力を育成する教育」（以下「主権者教育」

という。）がこれまで以上に求められるようになりまし

た。 

みなさんは、「主権者教育」という言葉から、どのよ

うなイメージを想起するでしょうか。 

 研究員が所属する小・中学校の教職員を対象とした

「主権者教育」についてのアンケートでは、「『主権者

教育』という言葉を聞いたことがありますか。」という

質問に、66.7%の職員が「はい」と回答しており、「主

権者教育」について一定の認知がされていることが分

かります。［図１］ 

［図１］主権者教育についてのアンケート 

また、「『主権者教育』にどのようなイメージを持って

いますか？」という質問から、主権者教育は、特別な

政治教育と捉えられがちであること、社会科の授業を

通して行ったり、特に中学校の公民の授業の中で実施

したりすることであるというイメージが強いことが分

かりました。 

しかし、「小・中学校向け主権者教育指導資料『主権

者として求められる力』を子供たちに育むために」（文

部科学省初等中等教育局教育課程課）は、「主権者とし

て求められる力」を、単なる知識習得に留めず、「事実

を基に多面的・多角的に考察し、公正に判断する力」

「合意形成する力」「社会の形成に主体的に参画しよう

とする力」と定義しています。  

２ 研究内容・方法 

 そこで、本研究では、特定の教科の実践に限らず、

教育活動全体を主権者教育の視点をもって見つめ直す

こと、そして、学校生活における他者との関わりを積

み重ねていくことで主権者としての力が育成されると 

考え、研究テーマを「自分たちで考え、判断し、行動

し、社会の課題に向き合う児童生徒の育成」としまし

た。 

 これまで児童生徒は家庭環境や地域社会との関わり

等、生活を通して主権者として一定の土台を築いてい

ると考えます。さらにその上に、社会科や学級活動、

総合的な学習の時間に限らず、あらゆる主権者教育の

視点をもった教育活動を推進すること、そして、学校

生活における他者との関わりを積み重ねていくことで

より一層「主権者として求められる力」が育成される

と考えました。また、学校の教育活動に限らず、日々

の生活の中で、地域での活動や児童生徒の身の回りで

起こった課題と関わっていくことも、重要な要素であ

ると言えます。（図２） 

 児童生徒の学びが積層し、まるで、雪だるまのよう

に、人生の中で時間をかけて少しずつ「主権者に必要

な力」が醸成されていくものであり、だからこそ児童

生徒の発達段階やその実態に合わせて、日々の教育活

動の中で様々な機会を捉えて実施していく必要がある

と考え、研究を進めてきました。 

［図２］主権者として求められる力の育成 イメージ図 

３ 研究実践 

 

 

 

 

吉田総括教諭の実践では、小学校第３学年の社会科

で扱う、自分たちの相模原市についての学習を中心に、

地域の課題に対して、より『自分ごと』として捉えられるよ

うにしました。例えば、地元のスーパーマーケットや他業

種の企業と連携して商品の企画をすることを通して、自分

の考えをもつことが社会の課題の解決につながることを 
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事例1：小学校社会科 

キーワード：社会課題との関わり／選択肢をもとに自分

の立場を表明する／児童の思いを社会の中で実現する 

 



 

 

 

 

 

 

実感できるようにしました。 

また、第４学年では、「自然災害にそなえるまちづくり」

について自分ごととして考えられるように「マイタイムライ

ン」を活用しながら話し合い、実際に自分たちの生活する

地域の課題に対して自分自身が考える必要性を実感で

きるようにしました。 

 

 

 

 

 

菊地教諭の実践では、小学校第３学年・５学年の国語

科の特に「A話すこと・聞くこと」に関連する単元において、

総合的な学習の時間や特別活動と関連付けた実践を行

いました。「わたしの町のよいところ」や「よりよい学校生

活のために」の話し合う活動を通して、結論を出すことだ

けを目的とするのではなく、思考ツールの活用や話合い

のルールを共有するなどして、多様な意見を出し合い、時

には対立しながら、自分の立場を表明して『合意形成』し、

互いの考えを尊重し結論を導き出そうとする過程を経験

することが、主権者として重要な学びとなるように研究を

進めました。 

 

事例３：中学校社会科／総合的な学習の時間  

キーワード：教科横断的な学習／社会の様々な事象を自

分ごととして捉える／他者の考えも踏まえて折り合いをつ

ける 

大岡教諭の実践では、中学校第２学年の地理の授業

で「中国・四国地方」の過疎化による問題を扱いました。

多くの生徒にとって「遠く離れた地域で子どもたちの自分

ごとにならない」課題に対し、この実践では「相模原」とい

う身近な視点から捉え直しました。生徒たちは、相模原市

が実際に策定した「相模原市総合計画」の中間地対策の

資料をもとに、どの施策が有効かを議論し、一見自分とは

関係の薄い社会問題が、自らの住むまちの未来を考える

ために必要な学びであることを実感できるようにしました。

また、総合的な学習の時間と関連付けて「相模原市に人

が来てもらうためにはどうしたらよいか」というテーマで

本市のシティプロモーション戦略課の担当者に発表する

機会を設け、自分たちの意見が社会に認められる場を作

ることで、社会で起きていることを『自分ごと』として実感

できるようにしました。 

 

事例４：中学校社会科 

キーワード：過去・今の学びを自分ごととして捉える／社

会参画への意欲の醸成する 

武川教諭の実践では、中学校第２学年の「明治維新」

を学習する際には、当時の武士や外国人や庶民などの

様々な立場に立って考える活動を取り入れ、物事を多角

的に考えるとともに、『折り合い』をつけていくことはどう

いうことなのかを自分ごととして捉えられるようにしまし

た。中学校第３学年の公民の学習では、授業の終末に

「今の私、もしくは未来の私が社会の一員としてできるこ

とは何だろう」という問いについて考えられるようにするこ

とで、主権者教育に関連する知識の習得にとどまらず、主

体的に社会の課題に関わろうとする意欲の醸成につな

がるようにしました。 

４ 成果と課題 

本研究を通して見えてきたことは、「主権者教育」は

「特別なことではなく、多くの教師が『もうすでにや

っている』実践に価値付けをすることだ」ということ

です。自分の考えがもてるようにすること、他者と折

り合いをつけて合意形成すること、そしてそれを実現

していくために考えを表明し、その行為に価値付ける

ことは、日々の教育活動の中で行われてきたことです。

しかし、それを意図的・計画的に実施し、価値付ける

とともに、一人ひとりの思いや願いが大切にされてい

る環境を整えていくことも重要です。今は、学級や学

年、学校の単位であっても、この「主権者に求められ

る力」が発揮され、自らが未来の社会において「主権

者」として実現していくことを願ってやみません。 

５ 「支援教育」という視点で 

「主権者教育」の実践と考え方は、多様な背景をも

つすべての子どもたちの学びに生かすことができます。

発言だけに頼らず、付箋やワークシートへの記入など、

自分のペースで考えを表現できる機会を保障したり、

教師が一人ひとりの小さな意見や変化を見逃さず、価

値付けをして本人や周囲に伝えることで、児童生徒は

自信がもてるような経験を積み重ねることができます。

それはすべての児童生徒が、多様な他者と共に生きる

社会の一員として尊重され、安心して自らの意見を表

明し、主体的に学びに向かうための土台作りそのもの

です。この土台の上にこそ、「主権者として求められる

力」が育まれていくと考えられます。 

事例 2：小学校国語科／総合的な学習の時間／特別活

動 

キーワード：根拠をもとに自分の立場を表明する／物事

に自分ごととして参画する／自分たちの思いを実現する 
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